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統計分析を活用した競技スポーツのサポート方法
に関する考察
～スポーツ傷害予防に関して～
岸　邦 彦
１．はじめに
国立スポーツ科学センターやプロ野球のある
球団では、チーム内の各選手だけでなく、相手
チームのプレー等も映像として管理し、選手が
好きな時に映像をチェックすることが出来る状
況までになって来た。
また、選手の身体測定や体力測定結果を管理
して競技力向上に役立てるケースは年々増大
し、その方法も飛躍的に進化し続けている。
本研究では、スポーツにおける様々な分析か
ら得たデータを単なる研究材料として利用する
のではなく、得られたデータを競技力向上に活
用する方法を検討していく。
２．目的
競技スポーツを行う上で、切り離すことが出
来ないことの一つに「スポーツ傷害」がある。
このスポーツ傷害によってプレーを継続してい
くことが出来なくなることが、競技力を向上さ
せる上で最も障害となる。
そこで何らかの痛みを訴える選手の状態を評
価・管理し、各強化育成クラブ毎の傾向を統計
分析したうえで、スポーツ傷害発生の予防に役
立てる方法を検討する。
３．方法
期間：平成 17 年５月から平成 19 年７月
対象：山梨学院大学強化育成クラブ
山梨学院ヤックを利用した 12142 人の中
で何らかの痛みを訴えた 10346 ケースを
抽出した。
柔道部：3049 件、ラグビー部 1897 件、ホッケ
ー部：1534 件、陸上競技部：1234 件、レスリ
ング部 1089 件、スケート部：594 件、水泳部
496 件、野球部 442 件、ゴルフ部７件、テニス
部２件、空手部：１件、チアーリディング部：
１件の合計 10346 件のデータを活用した。
山梨学院大学強化育成クラブのスポーツ傷害
に関して、自己開発した利用者管理システムと
「マイクロソフト　エクセル」を用いて、度数
分布とクロス集計を用いて統計分析を行った。
４．入力項目
日付
性別：男・女
スポーツ（部活名）：
空手部・テニス部・ゴルフ部・野球部・
水泳部・スケート部・レスリング部・ラ
グビー部・陸上部・ホッケー部・柔道部
患部：
１：全身、２：上半身、３：下半身、４：
頭、５：顔面、６：頚、７：頚肩、８：肩、
９：鎖骨、10：胸鎖関節、11：胸、12：
肋骨、13：腹、14：背、15：上腕、16：
肘 関 節、17： 前 腕、18： 手、19： 腰、
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20：臀部、21：股関節、22：大腿、23：
腸脛靭帯、24：膝、25：下腿、26：足関
節、27：足
本来は 31 部位に分類したが側胸部は腹
部に、側腹部は腹部に、坐骨部は臀部に、
下肢は下半身として 27 部位に再分類し
た。
負傷の種類：
慢性・急性
負傷の場所：
左・右・両側
練習の許可：
絶対安静、患部安静、制限付復帰、許可
に分類した。
負傷形態：
完全骨折、不全骨折、開放骨折、調整、
筋疲労、O.A.、炎症、損傷、断裂、滑液
泡炎、脱臼、不安定症、捻挫　１度、捻
挫　２度、捻挫　３度、半月板損傷　１
度、半月板損傷　２度、半月板損傷　３
度、打撲、椎間板症、筋挫傷　軽度、筋
挫傷　中度、筋挫傷　重度、腱損傷、ヘ
ルニア、分離症、皮下損傷、過労性骨筋
膜炎、神経損傷、脳震盪、裂傷、擦過傷、
水疱形成、細菌感染、交通事故、コンタ
クト（眼）、内臓損傷に分類した。
５．結果
表．１、図．１に示す通り、競技に限らず、最
も多いのは「腰の痛みや疲労」で 3300 件近く
あった。次いで「膝」の痛みが 1900 件、「肩」
の痛みが 1600 件、「下腿」の痛みが 1400 件、「上
半身」の痛みが 1300 件、「大腿」の痛みが
1200 件、「足関節」の痛みが 1100 件と多かった。
その他にも、「肘関節」と「下半身」が 700 件、
「手」が 600 件、「頸部」が 500 件、「足」が
400 件、「股関節」が 300 件であった。
柔道部では、全身の関節の痛みと上半身の痛
みが顕著であった。
ホッケー部では、腰の痛みが顕著で、大腿部
から足関節での痛みも訴えていた。
陸上競技部では、下腿・大腿部や腰・下半身
での痛みが顕著で、全身の調整をするケースも
目立っていた。
ラグビー部では、腰・膝・足関節・肩の痛み
が顕著で、大腿部への痛みも訴えていた。
レスリング部では、腰・肩・上半身の痛みが
顕著で、膝への痛みも訴えていた。
スケート部では、腰への痛みが顕著で、下肢
への痛みが中心であった。全身の調整をするケ
ースも比較的に多かった。
水泳部は、上半身と肩への痛みが顕著で、腰・
大腿の痛みや全身を調整するケースが多かった。
野球部は、腰と肩への痛みが顕著で、下肢へ
の痛みもあった。
６．考察
競技により、負傷や何らかの痛みを訴える部
位は異なるが、この様に統計をとることによっ
て、更に詳細な傾向を確かめることが出来る。
この様な統計分析を積み重ねていけば、競技に
よる、または、チームによる傷害の傾向を把握
することにより「傷害の予防」に繋げていくこ
とが出来るのではないだろうか。
「競技による傷害傾向の把握」や「時期によ
る傷害傾向の把握」、「学年による傷害傾向の把
握」など、様々な方向から“スポーツ傷害”を
予防する上での統計分析の活用が十分に期待で
きる。
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〈入力項目の一例〉
表 1　部活別にみた負傷の箇所と頻度
部活動別　不詳の統計　クロス集計
分類 合計 全身 上半身 下半身 頭部 顔面部 頸部 頸肩部 肩 鎖骨 胸鎖関節 胸部 側胸部 肋骨部 側腹部 背部
陸上 1234 183 106 123 4 3 8 30
野球 442 14 2 113 2 5
水泳 496 57 126 12 1 9 2 99 7
柔道 3049 72 366 26 117 18 517 18 25 6 19 39 34
空手 1 1
レスリング 1089 15 234 9 119 4 200 29 1 14 7 7
ラグビー 1897 4 59 5 2 24 105 3 259 21 28 4 3 1 8
ホッケー 1534 2 94 51 3 18 6 31 1
テニス 2
チア 1
スケート 594 13 41 31 1 13 6 2 1 7
ゴルフ 7 3
分類 上胸部 肘関節 前腕部 手 腹部 腰 坐骨部 腎部 股関節 下肢 大腿 腸脛靭帯 膝 下腿 足関節 足
陸上 1 241 1 22 9 42 117 26 25 232 29 32
野球 5 78 2 1 117 5 3 38 1 28 22 6
水泳 12 17 67 4 41 1 18 1 10 4 1 7
柔道 16 252 1 111 3 615 12 10 53 8 101 3 437 31 84 55
空手
レスリング 32 1 39 204 22 2 5 2 67 43 22 11
ラグビー 5 77 1 73 1 322 19 8 8 166 12 344 49 218 68
ホッケー 4 8 25 633 2 40 18 102 31 139 182 122 22
テニス 2
チア 1
スケート 2 3 7 224 10 22 22 10 55 7 18 45 50 4
ゴルフ 3 1
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７．終わりに
本稿では、山梨学院アスレティック＆コンデ
ィショニング・センターを利用する学生の負傷
に関する統計分析の実使用についてまとめ、負
傷に関する統計分析の今後の活用性について示
した。
今後、データ収集の方法や統計分析の方法に
ついて山梨学院カレッジスポーツセンターと山
梨学院大学強化育成クラブと連携をとりながら
研究を進める予定である。
図１．部活別にみた負傷の箇所と頻度
全身上半身下半身頭部顔面部頸部頸肩部肩 鎖骨胸鎖関節上腕部肘関節前腕部手 胸部肋骨部背部腹部腰 坐骨部股関節腎部腸脛靭帯大腿膝 下腿足関節足
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